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慰めるため、加古川から大塚国際美術館へのツ
アーに 5名で参加した。自分でも絵を描く佳子
さんは、陶板で模倣した印象派の名画に見とれ
ていた。更に 11 月には紅葉の箕面の滝を見学
に行った。阪急箕面駅から箕面川に沿って大滝

の名が付けられたという伝説があり、樹齢千年
とも言われる銘木だけに見事であった。新井は
また、野鳥や野生植物にも詳しかった。寺本ショ
ウチャンと 3人で美作の滝山へ下見に行ったと
き、聞いたことのない鳥の鳴き声がした。新井
は即座に「あ、イルカだ」と云った。ショウチャ
ンが「山にイルカが居るか」と冷やかしたが、
しばらく歩いてから「イカルの間違い」と訂正
して大笑いしたことがあった。三輪会でも春の
ウォークは花見が多く新井にお任せだった。
　赤穂には有名な赤穂義士祭がある。「三輪会」
の 6名に寺本ショウチャンも加わり 7名で赤
穂御﨑の赤穂ハイツに宿泊し、夕食で鯛そうめ
んという赤穂の郷土料理をつつきながら酒を酌
み交わし、翌日浜村淳がマイクを握る本部席の
横で義士行列を見物したことがあった。また世
間にはあまり知られていないが、赤穂には大阪
の天神祭り、厳島神社の管弦祭りと並び瀬戸内
海三大船祭りの一つ坂越の船祭りがある。坂越
にある大避神社から祭神（秦河勝）を船団を組
んで、前の生島にある仮宮へ運び、夕方かがり
火のなかを本宮へ帰すという行事であるが、新
井は熱心に写真撮影していた。新井は祭りも結
構好きだった。
　今も想い出に残る一泊旅行は加藤文太郎の故
郷山陰の浜坂を訪ねた時である。12 月初旬そ
れぞれ別のルートで浜坂駅に集合した。数日前
に降った雪でぬかるんだ路地を辿って加藤文太
郎とその横に並ぶ妻の花子さんの墓に詣で花を
供えた。そのあと図書館の 2階にある加藤文太
郎記念館を訪れたが、展示している貧弱な文太
郎の登山用具を見学して文太郎の偉大さを改め
て感じた。夜は浜坂温泉保養荘でテーブルの上
に盛られたいろいろのカニ料理をただ黙々と食
べた記憶が残っている。
　「三輪会」も終わりを迎える日がきた。2019
年 3 月新井は例の通り、春の花見ウォーキン
グを高槻の芥川桜堤公園に決めたが、高村は病
気が進行していて取り止めとなった。5月中旬
新井夫妻とわれわれは高村の見舞いに伏見の養
護施設を訪れた。佳子さんも加わって久しぶり
に「三輪会」6名が揃ったが、その時すでに高
村の声はかすれ、時々酸素吸入を受けながらの
対話であり、それが最後の集まりとなった。な
くなったのは 6月 5 日であった。49 日も過ぎ
一応落ち着いたころを見計らって、佳子さんを

写真 1　後山にて、左より新井浩、川﨑徹

写真 2　滝山にて、左より新井浩、川﨑徹、寺本巌

写真 3　六甲山にて、右より高村泰雄、井関祥浩、�
川﨑郁子、新井幹子、高村佳子、新井浩、川﨑徹
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まで歩いた。その時は 5人とも全く元気で箕面
駅から滝まで箕面川沿いの道を休むことなく会
話をしながら歩き通した。別れるとき、新井は
「桜の花見をする場所を探しておくよ」と次回
の約束をしていたが、コロナウイルス蔓延のた
め 2020 年の桜見物も実現できなかった。その
後固定電話、携帯電話ともに繋がらなくなり心
配していたところ、2021 年になって娘さんの
則子さんから夫婦ともに入院しているという電

話があった。コロナのため見舞うこともできな
いまま、2021年4月30日新井はあの世へ旅立っ
た。少し遅れて幹子さんも 7月に夫の後を追う
ように亡くなった。コロナがなければと、非常
に心残りな別れであった。
　新井よ、いろいろ楽しい想い出をわれわれに
残してくれてありがとう。彼岸でまた貴兄や旧
友たちと「岡山の山を登る会」や「三輪会」を
結成して交友できることを願っている。

第 54回雲南懇話会（「京都フォーラム」）のお知らせ
山岸久雄

ヤの高峰へ」
	 登山家、高峰ガイド、Snow Leopard 

Award 受賞者、8000m 峰 9座登頂者
　近藤 和美

（4）「茶を育てて見えてくること　－雲南省（徳
宏州）南見村と島根県柿木村から－」
	 雲南懇話会幹事、Tea literacy

　上原 美奈子
（5）特別講演「ゴリラに学ぶ－ヒトの未来、地
球の未来」
総合地球環境学研究所長、前京都大学総長

　山極 壽一
（6）結びに代えて
	 京都大学名誉教授、AACK会長

　幸島 司郎
＜第 2 部　スライドショー＞（17 時 00 分〜
19 時 00 分）
（1）「西ネパールの辺境に魅せられて　－河口
慧海師の足跡、フムラ・ドルポ越冬－」
	 ネパール探求家、美容師、

2020 植村直己冒険賞受賞者　稲葉 香
（2）「中国雲南省明永村、徳欽県の今」
	 岐阜大学応用生物科学部助教、

AACK会員　田中 貴

4．参加費用：第 1部は一人 2,000 円、第 2 部
は一人 3,000 円

5．参加申込：今回は事前申込制とし、定員 80
名に達し次第、締切となります。
お問合せは info ＠ yunnan-k.jp へお願いし
ます。

　第 54 回雲南懇話会（「京都フォーラム」と
呼称）を以下のとおり開催致します。雲南懇
話会は 2004 年 12 月に発足し、本年 12 月で満
17 年を迎えます。これを記念し、京都大学時
計台記念館での開催と致します。実は 2020 年
5 月、2021 年 5 月に京都での開催を計画しま
したが、いずれもコロナ禍の下、延期を余儀な
くされ、今回に至りました。今回、コロナ感染
が収まらない場合は、オンライン開催に切り替
えるべく準備しております。

1．日時：2021 年 12 月 18 日（土）
第 1部（講演会）：10 時 00 分〜 16 時 00 分
第 2部（スライドショー）：17 時 00 分〜 19
時 00 分

2．場所：京都大学百周年時計台記念館　国際
交流ホール

3．プログラム：
＜第 1部　午前＞（10 時 00 分〜 11 時 45 分）
　司会：京都大学教授、山岳部長　竹田 晋也

（1）「雲南懇話会の概況と 1989 年当時の梅里
雪山山麓（斯農村、明永村）」
	 雲南懇話会代表、筑波大学名誉教授

　安仁屋政武
（2）特別講演「千日回峰行を生きる」
	 比叡山延暦寺一山大乗院住職、

北嶺大行満大阿闍梨　光永 圓道師
＜第 1部　午後＞（13 時 10 分〜 16 時 00 分）
	 司会：雲南懇話会代表代行、

国立極地研究所名誉教授　山岸 久雄
（3）「パミール・天山 7000m の峰々からヒマラ
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事務局からのお知らせ

　岳人編集部より、AACK物故会員で『岳人』
創設者の伊藤洋平さんの文章を 2021 年 9 月号
（8月12日発売予定）の「山の文学アンソロジー」
という、山の名文を紹介するコーナーに掲載す
るという連絡がありました。皆さん、購入の上
よろしくご覧ください。
　併せて、伊藤洋平さんの著作権継承者はどな
たかとの問い合わせもあり、手を尽くしました
が、結局、判明には至りませんでした。	

（AACK事務局）

　2021 年度総会にて AACK 設立 90 周年を記
念して、酒井敏明さん、岩坪五郎さんによる
「ノシャック初登頂」講演会が開催されました
が、その際の資料とmp4 映像を AACKホーム
ページ（https://www.aack.info/index-ja.html　
＞　トップページ上段：遠征隊派遣および初登
頂の記録　＞　Noshaq：詳細を見る　＞　1. 講
演会資料（pdf）、2. 講演会映像（mp4））から
ご覧いただけます。mp4 映像のユーザー名は.
”1931”、パスワードは”0524”です。

会員動向

編集後記

発行日　2021 年 9月 25日　
発行者　京都大学学士山岳会　会長　幸島司郎
発行所　�〒 606-8501�

京都市左京区吉田本町（総合研究2号館 4階）
　　　　�京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究�

研究科　　　　　　　　　　竹田晋也　気付
編集人　横山宏太郎
製　作　京都市北区小山西花池町 1-8
　　　　㈱土倉事務所

　今年はAACK創立 90 周年にあたります。創
立年を 1年勘違いしていた時期があるというこ
とは、『ヒマラヤへの道』に斎藤清明さんが書
いておられるのですが、このほど貴重な『会報
第一号』冊子の紹介とともに、その経緯を書い
てくださいました。
　Covid19 の感染状況はなかなか収まらず、
AACK関係でも総会などがオンラインで開催
されました。その様子を榊原さんが報告してく
ださいました。
　川﨑徹さんからは、同級生・新井浩さんの追
悼文をいただきました。新井さんには 1996 年
の梅里雪山学術登山隊の事務局長としてご尽力
いただきました。謹んでご冥福をお祈りいたし
ます。雲南懇話会は今度こそ京都で開催できる
よう願っています。
　著者の皆様ありがとうございました。おかげ
さまで遅れを少し取り戻すことができました。

引き続きご寄稿・ご協力よろしくお願いいたし
ます。
	 横山宏太郎

次号原稿締め切り　2021 年 10 月 30 日
原稿送り先：横山宏太郎
〒 943-0832　上越市本町 2-1-12-801
メールアドレス：peng-y@amy.hi-ho.ne.jp

会員異動

田中　貴　自宅住所変更


